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◆
◆
◆
●
０
●
◆

１
、

は

じ

め

に

◆
◆
◆
０
◇
◆
◆

宮
城
県
で
は
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
施
設

栽
培
の
中
で
最
も
作
付
け
面
積
の
多
い
野

菜
品
目
と
な
っ
て
い
る
が
、

周
年
栽
培
化

が
進
み
、

夏
期
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
萎
凋
病

の
激
発
等
の
連
作
障
害
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、

夏
作
前
の
熱

水
土
壊
消
毒
が
近
年
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

土
壌
消
毒
後
に
は
土
壌
微
生
物
相
の
単
相

化
が
起
こ
る
た
め
、

有
機
質
資
材
等
を
用

い
て
微
生
物
相
を
速
や
か
に
回
復
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、

宮
城
県

の
雨
よ
け
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
に
て
、

熱
水
土

壌
消
毒
後
の
各
種
有
機
質
資
材
の
施
肥
効

果
を
検
討
し
た
の
で
紹
介
す
る
。

●
●
◆
◆
◆
◆
◆

２
、

試

験

の

概

要

◆
０
◇
◆
◆
◆
◆

曇

）
試

験

回

場

宮
城
県
黒
川
郡
大
郷
町
の
農
家
圃
場
で

行
っ
た
。

土
壌
条
件
は
中
組
粒
褐
色
低
地

上
で
、

ハ
ウ
ス
面
積
二
〇
〇
平
方
所
の
雨

よ
け
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
栽
培
年
数
は

一
五
年
目
で
、

ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
萎
凋
病
の
発
病
は
栽
培
三
年
目
以
降

か
ら
み
ら
れ
る
。

（二
）
熱
水
土
壌
消
毒

二
〇
〇
三
年
六
月
六
日
に
神
奈
川
方
式

で
行
っ
た
。

所
用
時
間
は

一
二
時
間
、

平

均
湯
温
は
九
五
～
九
六
度
Ｃ
、

供
給
湯
量

二
三
〇
脱
／
平
方
肝
、

使
用
し
た
燃
料
は

Ａ
重
油
五
二
〇
脱
、

ガ
ソ
リ
ン
ニ
○
は
、

軽
油
二
〇
脱
で
あ
っ
た
。

ま
た
、

原
水
は

農
業
用
水
を
使
用
し
た
。

消
毒
後

一
週
間

は
ビ
ニ
ー
ル
を
被
せ
た
ま
ま
で
、

そ
の
後

三
週
間
は
ビ

ニ
ー
ル
を
外
し
て
放
置
し

た
。（三

）
試
験
区
の
構
成

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
連
用

試
験
に
て
、

委
凋
病
抑
制
の
み
ら
れ
た
牛

糞
た

い
肥

曾

”
句
ｂ
り
¨
さ
ｏ
ｌｌ
ｏ
ф

”
ｒ
ω
ヽ
Ｎ
時
、

原
料
は
午
ふ
ん
、

も
や
し
、

野
菜
く
ず
、

お
か
ら
、

米
ぬ
か
、

木
炭
）

と
カ
ニ
殻
含
有
資
材

２

【
句
ｂ
ｕ
¨
９
ｏ

ｌｌ
Ｎ
ｏ
一
Ｎ
↓

Ｅ
ｏ
、

原
料
は
カ
ニ
・
エ

ビ
殻
〕
を
有
機
質
資
材
と
し
て
供
試
し
た
。

試
験
区
は
、

①
牛
糞
た
い
肥
十
カ
ニ
殻

含
有
資
材
区

（併
用
区
）
、

②
牛
糞
た
い

肥
区

（牛
ふ
ん
区
）
、

③
カ
ニ
殻
含
有
資

材
区

（カ
ニ
穀
区
）
、

④
無
施
用
区
を
設

置
し
た
。

牛
糞
た
い
肥
と
カ
ニ
殻
含
有
資

材
は
そ
れ
ぞ
れ

一
〇
イ
当
た
り
で
三

ン
ト
、
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二
〇
Ｏ

ｏ
キ
セ
施
用
し
、

秋
作
は
全
区
無
施

用
と
し
た
。
さ
ら
に
、

土
壌
窒
素
成
分
の

不
足
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
生
育
が
進
ま
な

い
事
態
を
避
け
る
た
め
、

硫
安
を

一
〇
イ

当
た
り
、夏

作
前
に
窒
素
成
分
で
五

コ
キ
セ
、

秋
作
前
に
三
す
セ
全
面
施
用
し
た
。

（四
）
耕

種

概

要

夏
作
は
、

七
月
十

一
日
に
資
材
施
用
、

七
月
十
六
日
に
播
種
し

（品
種

¨
サ
ン
パ

ワ
ー
）、
八
月
十
九
日
に
収
穫
し
た
。

秋

作
は
、

九
月
九
日
に
資
材
施
用
、

九
月
十

一
日
に
播
種
し

（品
種

”
ニ
ュ
ー
ア
ン

ナ
）、
十
月
二
十

一
日
に
収
穫
し
た
。

（五
）
調

査

項

目

各
作
の
収
穫
時
に
萎
凋
病
の
発
病
度
、

収
量
、

土
壌
微
生
物
性
お
よ
び
化
学
性
に

つ
い
て
調
査
し
た
。

発
病
度
は
健
全
、

軽

（地
上
部
の
五
〇
％
未
満
が
萎
凋
）、中
（地

上
部
の
五
〇
％
以
上
が
萎
凋
）、
甚

（地

上
部
が
激
し
く
萎
凋
し
ほ
と
ん
ど
枯
死
）

の
四
段
階
に
分
類
し
、

発
病
度
＝

（健
全

×
０
十
軽
×
１
十
中
ｘ
２
十
甚
×
３
）
／

（調
査
株
数
×
３
）
×
‐００
で
表
し
た
。

収

量
は
全
株
数
ｘ

一
株
平
均
重
×
健
全
株

率
で
表
し
た
。

上
壌
の
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
密

度
は
駒
田
培
地
を
、

放
線
菌
密
度
は
Ｗ
Ａ

培
地
を
用
い
た
希
釈
平
板
法
に
て
測
定
し

た
。

ま
た
上
壊
の
化
学
性
は
、

ば
一
Ｅ
Ｃ
、

硝
酸
態
窒
素
お
よ
び
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素

含
量
に
つ
い
て
測
定
し
た
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

３
、

結

　

　

　

　

果

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

（
一
）
熱
水
土
壊
消
毒
に
よ
る
地
温
お
よ

び
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
密
度
の
変
化

熱
水
土
壌
消
毒
の
開
始
か
ら
の
二
～
三

時
間
で
○
～
二
〇
尭
ン財

層
で
は
最
高
八
〇

０

　

０

　

０

度

（℃
）

度
Ｃ
ま
で
温
度
が
あ
が
り
、

フ
ザ
リ
ウ
ム

菌
が
死
減
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
五
五
度

Ｃ
を
約
二
〇
時
間
維
持
し
た
が
、

二
〇
尭
ン

材
以
下
の
層
で
は

一
度
も
有
効
温
度
に
到

達
し
な
か
っ
た

（第

一
図
参
照
）。

上
壌
の
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
密
度
は
、

消
毒

前
は

る
ざ
Ｐ
／
セ
乾
土
レ
ベ
ル
だ
っ
た

が
、

消
毒

一
四
日
後
に
○
～
二
〇
売
ン財

層

で
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
二
〇

ン々肘
以
下
で
は
菌
が
残
存
し
て
い
た

（第

二
図
参
照
）。

（二
）
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
委
凋
病
の
発
病
度

お
よ
び
収
量

・発
病
度
は
、

夏
作
で
は
牛
ふ
ん
区
が
最

も
低
く
、

カ
ニ
殻
区
は
無
施
用
区
と
ほ
ぼ

同
等
で
あ
っ
た
。

秋
作
で
は
併
用
区
、

牛

ふ
ん
区
、

カ
ニ
殻
区
は
無
施
用
区
に
比
べ

低
い
値
を
示
し
、

と
く
に
併
用
区
が
最
も
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障 1図】熱水土壌消毒による地温の郵 ヒ

消毒前           消 毒後

【第2図】熱水土壌消毒によるフザリウム菌密度の封 ヒ
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低
く
な
っ
た

（第
二
図
参
照
）。
収
量
は
、

夏
作
、

秋
作
と
も
併
用
区
と
牛
ふ
ん
区
で

増
収
効
果
が
得
ら
れ
た

（第
四
図
参
照
）。

（三
）
各
作
後
の
上
壌
微
生
物
性

○
～

一
〇
尭
ン肝
層
の
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
密

度
は
、

熱
水
土
壌
消
毒
で
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
が
、各

区
と
も
夏
作
後
に
は
上
昇
し
、

と
く
に
発
病
度
の
高
か
っ
た
カ
ニ
殻
区
と

無
施
用
区
で
は

る
ぃ●Ｐ

／
）
フ乾
土
レ
ベ

ル
に
ま
で
回
復
し
て
い
た
。

さ
ら
に
秋
作

で
は
併
用
区
と
牛
ふ
ん
区
で
も
上
昇
し
た

（第
五
図
参
照
）
。

放
線
菌
密
度
は
、

カ
ニ

殻
の
入
っ
た
併
用
区
と
カ
ニ
殻
区
で
高
か

っ
た
が
、

秋
作
後
に
は
区
間
差
が
縮
ま
っ

た

（第
六
図
参
照
）
。

（四
）
土
壌
化
学
性

熱
水
土
壌
消
毒
前
と
消
毒
後
二
週
間
経

過
時
を
比
較
す
る
と
、

各
層
の
硝
酸
態
窒

素
は
減
少
し
た
の
に
対
し
、

各

層
の
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
は
増

加
し
て
お
り
、

硝
酸
化
成
能
の

滞
り
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、

熱
水
上
捜

消
毒
か
ら
ニ
カ
月
半
後
の
夏
作
収
穫
時
に

は
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
が
減
少
し
、

硝
酸

化
成
能
は
回
復
し
て
い
た
。
ま
た
、夏

作
、

秋
作
と
も
作
付
け
後
土
壌
の
硝
酸
態
窒
素

は
、

最
大
で
三
ｆ
宅
／

一
〇
〇
セ
乾
土
程

度
の
区
問
差
が
み
ら
れ
た

（表
参
照
）。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

４
、

考

　

　

　

　

察

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

熱
水
上
壌
消
毒
直
後
の
夏
作
に
、

牛
糞

た
い
肥
を

一
〇
イ
当
た
り
三

ン
ト

施
用
し
た

場
合
、

秋
作
ま
で
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
萎
凋

【第4図】収

一
【
十

（＝
ぷ

的
＼
〓
じ

ヤ
的
ｏ
「

夏作後         秋 作後

【第5図】0-10 cm層のフザリウム菌密度の変化

【第6図】0-10cm層 の放線菌密度の変化

【表】層位別および0-10 cm層のi崚 化学性

（
由
十

（「
翠

的
＼
「
コ
〓

的
ｏ
「

PH

EC N03~N NH“一N

mS/cm 1

熱水消毒
1 7日前

( 5 月2 0 日)

0 - 1 0  c m

1 0 - 2 0  c m

20-30 cn

30-40 cn

0 1 5

0 1 7

0 1 9

0 1 8

熱水消毒
1 4 日後

(6月 20日 )

0 - 1 0  c m

10-20 cn

20-30 cn

30-40 cm

7 5

7 6

7 5

7 7

０ ４４

Ｔｒ

０ ５５

Ｔｒ

夏作後
(3月 19日 )

用
ん
殻

用

ふ

二
施

併
牛
力
無

7 1

7 1

7 3

7 1

囲
０‐８
０‐ｌ
Ｔｒ

秋作後
(10月 22日 )

帰
ん
殻
用

ふ

二
施

併
牛
力
無

7 1

7 1

7 0

7 2

0 1 4

0 1 3

0 1 5

0 1 4
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病
の
抑
制
効
果
が
得
ら
れ
、

収
量
も
増
加

し
、

作
土
層
の
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
密
度
を
低

く
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
消
毒
後

の
単
相
化
し
た
土
壌
に
牛
糞
た
い
肥
を
施

用
す
る
こ
と
で
、

フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
が
優
位

に
増
加
で
き
な
い
微
生
物
的
フ
ロ
ラ
が
形

成
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

カ
ニ
穀
含
有
資
材
を
消
毒
後
す
ぐ
に
単

独
施
用
す
る
と
発
病
度
が
高
く
な
り
、

無

施
用
区
と
同
程
度
に
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
密
度

が
増
加
し
た
。

カ
ニ
殻
中
の
タ
ン
パ
ク
質

が
上
壌
中
で
発
酵
し
て
植
物
根
の
仲
長
を

阻
害
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
る

（平
野
、

一
九
九
二
）。
発
酵
の
進
ん
で
い
な
い
カ

ニ
殻
含
有
資
材
の
施
用
は
、

そ
の
分
解
産

物

（有
機
酸
等
）
に
よ
リ
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
根
が
傷
み
、

結
果
的
に
病
原
菌
が
感
染

し
や
す
く
な
る
現
象
を
も
た
ら
す
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

一
方
、

土
壌
消
毒
後
に
カ
ニ
殻
発
酵
資

材
を
施
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
萎
凋
病
お
よ
び
根
腐
病
が
軽
減
さ

れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る

（勝
部
、

二
〇

〇

一
）。
よ
っ
て
、

土
壊
消
毒
後
に
カ
ニ

殻
を
施
用
す
る
場
合
は
、

カ
ニ
殻
と
完
熱

堆
肥
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、

十
分
に
発
酵

さ
せ
た
状
態
で
施
用
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ス
γ
つ
。

◆
◆
◆
◆
◆
◇
０

５
、

お

わ

り

に

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

今
回
は
、

熱
水
土
壌
消
毒
直
後
に
施
用

す
る
有
機
質
資
材
と
し
て
牛
糞
た
い
肥

と
カ
ニ
殻
含
有
資
材
に
つ
い
て
検
討
し
た

が
、

そ
の
他
の
各
種
有
機
質
資
材
の
有
効

性
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
を
要
す
る
。

さ
ら
に
、

熱
水
上
壌
消
毒
後
に
有
効
な
有

機
質
資
材
を
施
用
し
た
と
し
て
も
、

消
毒

後
の
回
場
へ
は
長
靴
や
農
機
具
等
を
十
分

に
洗
浄
す
る
な
ど
、

引
き
続
き
再
汚
染
防

止
策
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

引

用
文

献

平
野
茂
博

（
一
九
九
二
）
農
業
技
術
体
系

第
七
十
一
巻

（追
録
三
号
）

¨
資
材

一

五
六
の
二

一

勝
部
和
則

（
二
〇
〇

一
）
岩
手
県
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
　
研
究
報
告
　
第
二
号

一
四

一
十
四
六
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本書は、果樹研究で中核的役割を果たしてきた農林水産省 (現

独立行政法人)の研究者および出身者が執筆した果樹園芸学の総

体を理解し得る基本書。執筆者には国家公務員採用 1種試験委員

も多い。初めて果樹国芸学を学ぶ大学生等を対象に定説化した内

容を記した部分と、果樹同芸学を専門にしたり、より詳細な知識

を求めている人を対象にやや詳しい知識や代表的な仮説等をコン

パクトにまとめた部分で構成されている。また、従来の参考書で

は、植物病理学、応用昆虫学に関する記載を別の書籍に委なるこ

とが多かつたが 果 樹園芸学として、病害ユ分野は載培・育種分
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野等と切り離せない部門であり、相互が運動して果樹産業を支え

研究を進展させていくため、本書では許す限りこの分野に紙面を

割いた。また、実際の研究や農業の実践に当たっては、より高度

な専門書や論文を参考にする必要がある。そこで本書には、これ

らの書籍を読みこなすために必要な知識を盛ることにも努めた。

なお、末尾には、楽欄園芸学を学ぶ上で参考になると思われる資

料を掲載し、素,Hこ英語名を研記し用語集としても使えるように

なっている。

(「はじめにJより抜枠)

1 果樹国芸の概要

‖ 果 樹の分類と形態

M 育 種 と 品 種

i V 繁殖 と 台 木
V 開 国 と 栽 植

Vl 成長、開花と結実

VH 結  実  管  理

Vi‖ 樹 体成育と果実の発育・成熟

l X 樹 体 管 理

X 土 壊 管 理

X l 施 肥 管 理

X‖ 気 象環境と災書

X‖ 病      書
X l V 虫   害
XV高 付カロ価値・高収量・省力生産技術

XVl 果 実の流通利用

関連資料・用語解説・索引(英語名付記)
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